
リ ン ド ウ 類 の 概 観

緒  言

広義の リンドウ属 (Gentiana L.,s,lat.)

は、スウェーデンの自然史学者 リンネによ

り1753年に 「植物の種類 (Species llanta―

rum)」という論文の中で、1700年フランス

のツルネフォール (J.1l Tournefort)が

採用 したデ ィオスコリデス (Dloskorides)

の Gentianaという植物名を公式に植物の

属 (genus)と して、その位置を確立 した。

ところが、この属の内容は非常に幅が広 く、

花冠裂片間に副片のある、いわゆる狭義の

リンドウ属の他に、チシマ リンドウ属やタ

カネリンドウ属の荷成物まで合んでいた。 リ

ンネの後、メンヒ (C.Moench)、 フレー

リッヒ (J.A.FrOerich)、ボルクハウゼン

(単生.B.Borckhausen)、  シ ュミット (R恥 1

Schmidt)な どの リンドウ研究者によって

広義の リンドウ属の細分化と均一化が試み

られた。 しかし、 ドイツの植物分類学者で

あり植物地理学者でもあったグリーゼバ、ソ

ハ (A.H.R.Grisebach)が 1839年と1845

年に発表 した リン ドウ科全般の分類誌の中

で、依然 として広義の リン ドウ属 を採用 し

たため1900年代に入って も、結局広義の リ

ン ドウ属力坤冨をきかせていて、細分化 され

た小さい属は、ヨーロッパの地方植物誌に

散兄されるのみであった。1936年になって、

スウェーデンのウフ
°
サラ1大学で |サン ドウ科

やユキノシタ科の分類学的研究を行ってい

たス ミス (H.Smith)が オース トリアのウ

松本市  豊  国   秀  夫

イーン自然史博物館で中円の積物を調査 し

ていたハンデル ・マゼ ッテ ィ (H.Handel―

Mazzetti)が編纂 した
"Symb01ae Sinicae"

という論文中でチシマ リン ドウ属や メガコ

ドン属 を採用 し、さらに1945年に狭義の リ

ン ドウ属 とチシマ リン ドウ属の区別点につ

き詳細に論議 してか ら、このス ミスの見解

を採用する人が増加 した。1951年には中芋

人民共和国の馬 (Y Ma)が タカネリン ド

ウ属 を狭義の リン ドウ属やチシマ リン ドウ

属か ら別けて独立 させ、新たにGentianO_

psis(Gentianaリ ン ドウ属 十 Opsis似た

物)と命名した。

タカネリン ドウ属は、1800年代にも、

Crossopetalumとカツ斯thOpOgonと か名前

がつけられた事 もあったが、それらの名前

が以前に他の植物群につけられていた りし

たため、結局このGentianopsisという名前

が現在正式な名称 として採用されている。

さらに、1953年にスウェーデンの植物ヤ 者

で米国で活躍 しているロヴ ィー (D.Loeve)

女史によリリン ドウ科の細】包分類学的研究

がなされ広義の リン ドウ属は、幾つかの小

さい属に分けられて使用されるようになっ

た。

この小文は、筆 者が1986年3月 に東京_Jと

野の日立科学博物館で植物研究教室 (東京)

のため リン ドウの仲間について話をした際

に使用 したテキス トに加筆 した ものである。

本稿を1草するに当た り、 リ ン ドウについて



話をする機会を作って ドさった興||1春李 先

′|:およびllA 4勿石)千究教年の背 さんにお礼中し

11げる。

リン ドウ類の属 と狭義の リン ドウ属の

節 (Sections)の 区分

狭義の リン ドウ属に最 も近い属はツル リ

ン ドウ属であって、チシマ リン ドウ属や タ

カネリン ドウ属ではない。 また、サ ンブク

リン ドウ属は、 ヒ メセンブ 1)属に非常に近

い。そんな訳で、ここでは リン ドウ類 とい

う|キ
モ
東を便t由:的に使)日した。

I サ ンフ
tク

リン ドウ属 (Comastoma_

Toyokuni):小 形の 1～ 2年 申。キの基

部に普通 ロゼ ット葉がある。化は 4～ 5

数性で、花冠裂片内側の付属物は最初大

きく2裂 し、さらに房状に裂けている。

花冠筒状部内側本部に裂片と対午:して、

それぞれ 2桐 ずつの蜜腺がある。

C.tenellum、 C.nanum、  C.falcatum、

C.puinlonariumなど世界で10稲、 Fl本

ではC.pulmonariumの 市種サンプクリ

ン ドウが南アルプスに自仕。

II チ シマ リン ドウ属 (Gentianella h4toe―

nch):1～ 2年 卓まれに多午中で、業の

本部にロゼ ット葉がある。花は 4～ 5数

性で、花冠裂片内側に普通細か く裂けた

房状の付属物がある。花冠筒状部内側基

部に裂片と対生 して 1個 ずつ蜜腺がある。

日本にはチシマ リン ドウ、ユウバ リリ

ン ドウ及びその市種オノエ リン ドウがあ

る。外に1庄のG.acuta、G.campestris、

G.無 rmanicaなどもここに入る。r菊半球

の群は,いitt Soogentianellaあるいは独 立

属 として扱われる場合が 多い.

lH ヤ エシュケア属 (Jaescllkea Kurz)i

l年 中。fとは 5教 ↑化でイと'越は簡】犬金章形、

11部は 5i貴裂 し、裂片|1増に高」片を欠 く。

雅 しべはイあ琶裂片の1玄部につ く。

ヒマラヤにJ.01ig()spernla他2種 。

Ⅳ メ ガヨ ドン属 (Mettac()don H.Smith)

:花 は 5数 性で、イと冠は鏡形または広油lt

汁形、喉部にげ状付属物があるか、また

はこれを欠 く。千章rは無理.

ヒマラヤに 2手lTt、 M.sⅢ lophOrusとA/1.

ven ostisがあるの

V タ カネリン ドウ1高(GelltianOpsis帥la)

:1～ 2年 中まれに多年中で、 社 の本部

にロゼ ット☆をつける。|とは 4数 性で、

花冠裂片に付
・
属物がな く、内側本部に裂

片と対/1二してそれぞれ l llhlの蜜腺がある。

日本にではクカネリン ドウ (ガJ名シロ

ウマ リン ドウ)及 びチチブ 1)ンドウ (別

名ヒロハヒゲ リン ドウ)が あ り、アジア

大‖在のG.barbataもこの中lillilである。

チシマ リン ドウ属の中に入れて扱われ

る場合 もあるが、花冠裂片に付属物がな

にヽこと、 捌惟し/ミの本と炉頁がチこj主しているこ

と、稲 F‐に多くの突起状イ、1属`物があるこ

となどで独立属 とするのが良いと考えら

才とる。

Ⅵ ホ ソバノッル リン ドウ属 (Ptery質()ca―

lyx MaximOwicz):多 年中で、 挙 は堪

性。花は 4数 1生でイと冠裂片に付
｀
属物はな

い。 衆 実はさく衆。

ホソノヾノツ'レリン ドウ 1千章がある、|

Vll l)ン ドウ梼島 (Gelltiana rッ11lnaeus):多

イト中または 1～ 2イli  t t。イとは 5教 44 :まれ

―卜  t4



に4、 ま たは 6～ 8数 1■。通常、イあ直裂

||ハ||11に高い,本(plicae)が あ り、 雌 しべの

r‐房の末部に花冠裂片と同数の蜜腺があ

る。本属は、さらに幾つかの師(sectiOぃ)

に分けられる。

11)ゲ ンチアナ節 (Sect.Gentiana):G.

lutea、(3.pannonica、(予.punctata、

G. p u r p u r e aな どが入る。 H本 にドlメ|を

種はない。

(2)1サン ドウ飾 (Sect.Pneulllonanthe)

:H本 たでは、 リ ン ドウ、エゾ |サン ド

ウ、オヤマ リン ドウ及びアサマ リン ド

ウの 4種 がある。外1可TIT3のG.pneullxr)―

1lantheべDトウワタリン ドウ (Gt ascle―

piadea)もここに入る。

(3)ヤ クシマ リン ドウ飾 (Sect.Ktldoa)

:H小 たではヤ クシマ リン ドウH作1稲

であるが、コーカサス||1脈などに近縁

llTlがあるの

(″4)オ オバ リン ドウ節 (Sect.Aptera):

|1本にr]′|:はないが、オオバ リン ドウ

((,.nlacrophylla)やG.wutaiensis

などがこの節に属する。

(5)ト ウヤクリン ドウ節 (Se c t . F r i g i d a

) : H本 では、高山 ・LHi高|||に普通な ト

ウヤ クリン ドウ及びJL海道 大f山 に白

′i:するヨコヤマ リン ドウの 2種 のみで

ある。隣の中学人民共和1可ではG.韻no―

ol‐nata、 G.farreri、().hexaphylla、

G`trichOtomaな ど多数をた し、 トウ

ヤ クリン ドウの紫|と占r「まである。

(6)オ トフォラ↑市 (Sect.OtOph()ra):(テ.

()tol)hora、(;.Otophor01des、(3.cal'y―

()1)h)マ1lcaなど中liギカず,ビルマにかけて

産する。

(7)ス テノギネ節 (Se c t . S t e n o g y n e )

: H本 産はないが、中|工十ではG.p r i m―

uliflora、().rhOdantha、 G.serra、(1芋.

leptocladaなどた し、んモイ「非相1称の|と

冠高J片が特徴的である。

(8)ミ ヤマ リン ドウ節 (Sect.ChOndr()―

phylla):Fl本産では、 ミヤマ リン ドウ

(変柾 イイデ |)ンドウを合む)と リシ

リリン ドウが多年単であ り、 1～ 2年

申では、フデ リン ドウ、コケ リン ドウ、

ヤクシマコケ リン ドウ、ハル リン ドウ

(タテヤマ リン ドウを合む)お よびヒ

ナ リン ドウ (コヒナ リン ドウを合む)

である。中同では、本節の種類が非常

にf単ifで
｀
().bella、(テ.pseudOaquatica、

G.1)seudosquarrosa、 G.leucomela―

1lea、 G.tricolorな ど100本章以 Lri亡転比

されているが、中には統合の必要な物

もあ り、それ らの撃理は大変なイ仕事で

ある。

19)ズ ガランテ節 (Sect.Megalanthe)

:チ ャボ リン ドウ (G.acaulis)、アル

フ
・
スリン ドウ (G.alpina)、 G.angus一

ti f o l i aなどAc a u l i s群の リン ドウがこ

こに入る。

(10  カラチアーナエ飾 (Se c t . C a l a t h i a―

nae):G.verna、 G.nivalis、 G.utri―

ct l l ( ) s a、Gちba v a r i c aなどがここに入る。

il小ザにはないが、||1中家に歳培される

本張英頁が多く、 令 f小が′卜柏町で
｀
あるが、 十と

色が濃 く夫 しい。

VIll ツル 1サン ドウ1高 (TripterOspermunl

Blume):多 年中で電性。花冠に高1片があ



る点は リン ドウ属 と共通であるが、雌 し

べの本部の蜜腺はカラーで覆われている。

果実は液果 またはさく果。

日本産はツル リン ドウH侍1種 だけだっ

たが、最近屋久島で新種ハナヤマツル リ

ン ドウが邑田 ・矢原両博十により発見さ

れT distylumと命名された。

Ⅸ イ クサ ンツス属 (Ixanthus Grisebach)

:1年 草。 リン ドウ属 に近縁で、花は 5

数性。花冠は筒状部が短 く車形で、花色

は黄色。雌 しべの子房は、 I～ Ⅷの属が

1室 であったのに対 して 2室 。

カナ リー諸島に 1種 I.viscosusが自生

する。

図の説明

図A  サ ンプクリン ドウ ( C o m a s t o m a  p u l m o―

narium Toyokuni subsp.sectum To、アo―

kuni)の 全形 (1～ 3た

図 B サ ンプ クリン ドウ :1が くを開いて内部

か ら見た ところ、 2が く片、 3花 冠 を開

いて内部か ら見た ところ、 4花 冠裂片と

付属物。

図 C チ シマ リン ドウ (Gentianella auriculata

Glllett):1全形、 2が くの展開、 3が く

片のへ りの突起、 4花 冠の展開、 5花 冠

裂片の房状付属物、 6雌 しべ。

図 D ユ ーパ リリン ドウ (Gentianella yupare―

nsis Glllett)の全形 (1～ 3)。

図 E ユ ーパ リリン ドウ :1が く、 2が く片の

へ り、 3花 冠、 4花 冠裂片 と付属物、 5

雌 しべ。

図 F オ ノエ リン ドウ (G yuparensis subsp.

takedae Toyokuni): 1令 形、 2と 4が

くの展開、 3と 5が く片のへ り、 6花 冠

の展開、 7花 冠裂片 と付属物、 8雌 しべ。

図 G  ユ ーパ リリン ドウお よびオノエ リン ドウ

のが くの長 さとが く筒状部の長 さとの関

係を示す グラフ。黒円はユーパ リリン ド

ウ、: 1円はオノエ リン ドウ。

隊IH タ カネリン ドウ (Gentian()psis yabei

M a ) : 1が くの展開、 211 Lしべ、 31と冠

の展開。チチブ リン ドウ (G c o n t o r t a

M a ) : 4が くの展開、 5雌 しべ、 6化 冠

の展開。

隊II  ホ ソバノッル リン ドウ (Pterygocalyx

v o l u b i l i s  M a x i m o w i c z ) : 1花冠の展開、

2雌 しべ、 3が くの展開。

図 J  l)シ リl)ン ドウ (Gentiana jamesii He―

ms l e y ) : 1が くの展開、 2雌 しべ、 3花

冠の展開。 ミヤマ リン ドウ (G. n i p p O n i―

ca  M a x i m O w i c z ) : 4が くの展開、 5イと

冠の展開、 6雌 しべ。

図K タ イ同産ステノギネ節の リン ドウ (Ge n

tiana leptoclada Balfour,f et FOrrest

subsp.australis Toyokuni):1花冠の展

開、 2が くの展開。花冠裂片間の首け片 (

plicae)が内面から兄て、た側は裂片 とつ

なが り、イf側は切れ込んで, るヽのが、 ス

テノギネ節の特徴である。

図 L フ デ リン ドウ (Gentiana zollingeri Fa―

wcwtt):1合 形、 2が くの展開、 3イと冠

の展開、 4花 冠裂片 と副片。

図M ア サマ リン ドウ (Gentiana sikokiana

Maximowicz):1が くの展開、2雌 しべ、

3花 冠の展開。オヤマ リン ドウ (G.ma―

kinoi Kusnezow):4が くの展開、 5雌

しべ、 6花 冠の展開。

メIN ツ ル リン ドウ (TripterOsperemum japo―

ni c u m  M a x i m O w i c z ) : 1花 冠の展開、

2雌 しべ、 3が くの展開。雄 しべのイと糸

の先が曲が り、雌 しべの本部にカラーが

ある。

は10 メ ンヒの論文 Me t h o d u s  P l a n t a s , e t c i・

(1 7 9 4年
一
千J)の タイ トルページじ

図 P ボ ル クハウゼ ンの論文 (17 9 6年刊)の 第

1ペ ージ。
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